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     今回は②大学・学生提案型で応募 
実施期間：平成29年9 月～平成30年2月 







     ホテル「カワラホテル」、 
     スポーツ施設「カワラスポーツ」の運営 
【実施方法】 
回数：週1回（期間内に20回以上、最大25回まで） 















































































































































































利用人数：9 日間のべ43 名（うち、子供4名） 
売上金額：￥39,000（プラン宿泊者を含む） 





























－ 67 － 
 継続するのであれば価格を上げても十分なサ
ービスだと思う。 
〈接客について〉 
 丁寧に対応いただいた。自然な笑顔でよかった。 
 大学生が企画したとは思えないクオリティー
だった。価格以上のサービスだった。 
【コンセプトルーム和楽～ほのか～】 
 大変気に入りました。続けて欲しいです。 
 価格以上のサービスでした。 
 さりげない和紙がオシャレだった。ただ、メイ
ンの何かがあればもっと良かった。 
 ドーナツがとても美味しかった。まさか、食べ
ながら足湯ができると思っていなかったから
嬉しい驚きが大きかった。 
 アメニティーはびっくりした。うれしかった。 
ほとんどのお客様がラウンジ、コンセプトルーム共
に大変満足し、継続を希望するコメントを多く頂い
た。またその反面、今後の課題となる告知方法や演
出についてもアドバイスを頂くことができた。 
 
Ⅳ まとめ 
今回は初めての実習参加と言うこともあり、多く
の意識付けを継続的に行った。特に「売れるものを
作る。既存の真似では意味がない。」「学生考案商品
だから売れる」という慢心の除去「ローコスト・ハ
イパフォーマンス」「仕入と売上」「サービスとホス
ピタリティ」など、マネジメントに関する意識を多
く指導した。また受入先企業の方は業務の合間を縫
って今回の実習に立ち会って下さっているのであり、
「指導・教育」が本業ではない為、常に感謝の気持
ちを持って実習に参加することを徹底した。その結
果、ほぼ無の状態からスタートした実習生達の中に
経営・管理としてのマネジメントの基礎知識や実務
を通して見えた次の課題に対する次のアプローチの
考察、「より良いものを提供するための向上心」が芽
生えた様子が伺えた。また仲間、お客様など「人・
相手」を思いやるコミュニケーション、チームワー
ク、ホスピタリティマインドの育成にも本実習は大
いに有効であったと考える。次年度も同様の実習に
参加する機会があれば、今回以上の結果が得られる
ようなハードルを設け、実行したいと考える。 
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